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令和６年１０月１７日（木）午後、善通寺市役所にて第１５回目の研修会を開催しました。今回は「令和

６年能登半島地震における DWAT・DMAT 活動報告」をテーマに、現地への派遣を経験された松尾氏と大

北先生のお二人に現地の状況や福祉職・医療職としての活動についてご講演いただきました。その後、南海

トラフ地震を想定し、各職種・各職場においてどのような備えや対策を行っているか、今後強化すべき対策

はなにかなど意見交換を行いました。 

現地への派遣を経験されたお二人のお話は初めて知ることが多い一方、自身の専門領域にとどまらない 

広い視点や多職種連携の大切さなど、平常時の活動に通ずるところもあると感じました。 

 

四国こどもとおとなの医療センター 医療社会事業専門員 松尾 亜希子氏のお話 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

四国こどもとおとなの医療センター 脳神経外科医長、脳卒中センター部長 大北 真哉先生のお話 

 

 

 

 

 

 

DWAT（災害派遣福祉チーム）の一員として令和６年３月、被災地への派遣を経験。 

いしかわ総合スポーツセンター（1.5 次避難所）で、被災者の相談対応にあたる。1.5 次避難所は今回

の震災で初めて設置された避難所で、今後の避難場所（生活の場）をどこにするのか、広域避難も含め決

断を迫られる被災者に寄り添い対応。限られた派遣期間で支援が完結せず次クールに支援を引き継いだ

り、必要に応じ様々な専門職のチームと連携して対応。 

地域連携だより 
第１５回善通寺市在宅医療・介護連携研修会を開催しました 

令和７年３月 
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DWAT とは福祉専門職を中心としたチームで、避難所で配慮が必要な人（高齢者や障がい者、子ども、

傷病者等）の生活機能の低下や災害関連死などの二次被害を防止するため活動する。 

【活動内容】 

・配慮が必要な人への支援（こころとからだの状態を確認し必要な支援につなげる） 

・困りごと相談（避難所生活で感じる不安や困りごとなどの相談に応じる） 

・関係機関との調整（必要に応じて福祉避難所や福祉・介護サービス利用の調整を行う） 

・安心して過ごせる環境づくり（間仕切りの設置や段差のない通路の確保など環境整備を行う） 

 

 

 

 

DMAT（災害派遣医療チーム）の一員として被災地への派遣を２回経験。

DMAT は悲惨な災害現場で重症患者の治療や処置にあたるイメージだが、今

回は現場での患者対応ではなく、比較的中枢に近い部門で指揮命令にあたる。

医療だけでなく保健・福祉の視点で石川県の全体像を俯瞰でき、医師の仕事の 

枠を超えた被災地対応を経験。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和７年３月１３日（木）午後、第１６回目の研修会を開催しました。今回は在宅医療の実際や人生会議

について広く普及啓発することを目的に、一般市民と医療・介護関係者の合同研修としました。大原先生

を講師にお迎えし、「最期まで自分らしく生きる～病気になっても、介護が必要になっても、自宅で暮ら

し続けるという選択～」をテーマに、在宅医療の実際、介護保険でできること、人生会議について現場の経

験に基づく豊富なエピソードを交えてお話しいただきました。 

綾川町国民健康保険 陶病院 院長 大原昌樹先生のお話 

 

 

 

 

 

 

 

・高齢者の６割以上が自宅で最期を迎えたいと回答している調査があるが、実際には病院や施設での看取

りが多い。最近の傾向として病院での看取りは減少、自宅での看取りは微増、施設での看取りが増加。

今後は施設での看取りもさらに増えるのではないか。 

・住み慣れた家庭で身近な人に囲まれてその人らしさを大切にして生きるため、在宅医療は「治す医療」 

と「支える医療」を担っている。時々入院・入所、ほとんど在宅が現実的。 

・延命治療として点滴、中心静脈栄養（高カロリー輸液）、胃ろう、心臓マッサージ、人工呼吸器などが 

ある。陶病院では胃ろう造設時や人工呼吸器装着時に本人の意思が確認できるのは 1割程度。ほとん 

どが家族との話し合いで決定していく。自分のためにも残される大切な人のためにも、もしもの時に 

自分が受けたい・受けたくない医療やケアについて考えておくことが重要。 

 

第１６回善通寺市在宅医療・介護連携研修会を開催しました 

具体的な活動内容 

・発災直後～数日は重症患者を被害の少ない金沢以南に搬送。道路状況が悪く搬送にかなりの時間を要すた

め、搬送を DMAT が担うことで現地消防は新たに発生した傷病者の対応に回れた。 

・DMAT の使命はできる限り多くの命を救うこと。被災した病院や高齢者施設から 1.5 次避難所や県

外へ搬送。搬送後の高齢者の様子を聞くと、命を救えたとしても高齢者にとって県外搬送することが

本当によかったのかどうか悩ましく思うこともある。 

・石川県は過疎化が進み医療・福祉資源が希薄な地域。発災直後は医療・介護職が大量に派遣され、支

援者主導で集中的に関わるが、最終的には地元の医療・介護職が自分たちで頑張っていけるようゴー

ル設定が必要。被災した医師の精神的サポートと診療所再開に向けた支援を行ったりもした。 

・自身も被災した現地の医療従事者の精神的なサポートのほか、自宅に帰れない職員のため県に働きか

けシャワーを設置し喜ばれた。 

・電気が普及し燃料も補給されている高齢者施設から低体温症の患者が搬送され亡くなった。福祉施設

の被災状況については問題ないと報告を受けていたが、状況把握のため現場に出向くと悲惨な状況で

あった。発災初期には重症患者や入院患者の対応など医療が優先されるが、重症化リスクの高い高齢

者対応が後回しになると結果的に患者が大量発生し医療を圧迫することになる。平時から医療関係者

と介護関係者と行政がつながっておくことで、発災時の円滑な情報収集・対応につながる。 

 

 

 

善通寺市地域包括支援センター（高齢者課内） 

TEL (0877)63-6364 FAX (0877)63-3778 

Mail houkatsu@city.zentsuji.kagawa.jp 

善通寺市内の医療・介護・認知症に関する情報冊子 

「在宅医療・介護・認知症情報マップ」はこちら▼ 

 

 


